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鈴
木
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ 

ま
す
。 

   

が
ら
判
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

非
常
に
有
意
義
な
二
時
間
で
し
た
。 

講
義
の
冒
頭
で
紹
介
さ
れ
た
ダ
ー
ウ

ィ
ン
の
名
言
「
最
も
賢
い
者
が
生
き
残
る

の
で
は
な
く
、
最
も
強
い
も
の
が
生
き
残

る
の
で
も
な
い
。
唯
一
、
生
き
残
る
の
は

最
も
変
化
で
き
る
者
で
あ
る
。
」
こ
の
言

葉
の
と
お
り
＂
常
に
変
化
（
進
化
？
）
し

続
け
る
こ
と
が
出
来
る
企
業
こ
そ
が
生

き
残
れ
る
＂
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
講
習
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
、
青
梅
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会
な
ら

び
に
株
式
会
社
建
設
経
営
サ
ー
ビ
ス
の

 

去
る
二
月
十
二
日
、
青
梅
商
工
会
議
所
建

設
業
部
会
と
の
共
催
で
平
成
二
十
一
年
度

第
二
回
経
営
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
師
は
株
式
会
社
建
設
経
営
サ
ー
ビ
ス

の
山
下
宏
道
氏
、
「
危
機
を
乗
り
切
る
た
め

に
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
化
せ
よ
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
①
経
営

計
画
と
は
、
②
現
状
分
析
、
③
あ
る
べ
き
姿

を
描
く
、
④
行
動
計
画
立
案
と
実
行
の
ポ
イ

ン
ト
、
⑤
経
営
計
画
の
事
例
紹
介
。 

わ
れ
わ
れ
建
設
業
者
が
生
き
残
る
た
め
に
、

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
や
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
、
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
な 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
創
立
六
十
周
年
に
あ
た
っ
て 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

理
事
長 

佐 

久 

間  

一  

三 
 

平
成
二
十
一
年
度
を
持
っ
て
、
西
多
摩
建
設

業
協
同
組
合
は
設
立
六
十
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
本
来
な
ら
、
周
年
行
事
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
記
念
事
業
を
行
な
う
べ
き
で
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
今
の
経
済
情
勢
等
を
鑑
み
、
平
成
二

十
二
年
一
月
開
催
の
新
年
会
に
お
い
て
、
組
合

員
会
社
の
永
年
勤
続
従
業
員
に
対
す
る
都
産
業

労
働
局
長
の
感
謝
状
、
組
合
役
員
及
び
組
合
に

た
い
し
て
の
都
知
事
感
謝
状
の
受
領
の
み
と
い

た
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
組
合
員
の
皆
様
、
監

督
官
庁
の
皆
様
、
ご
発
注
者
の
皆
様
、
地
域
社

会
の
皆
様
に
永
年
、
組
合
の
発
展
育
成
に
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
当
組
合
は
戦
後
の
動
乱
の
続
く
こ
ろ

に
西
多
摩
郡
の
主
だ
っ
た
建
設
業
者
の
組
合
と

し
て
発
足
し
、
当
時
の
官
公
庁
発
注
の
工
事
の

受
注
、
施
工
を
目
的
と
し
、
組
合
員
相
互
の
助

け
合
い
、
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
西
多
摩
地
域

の
建
設
、
社
会
基
盤
整
備
の
担
い
手
と
し
て
幾

多
の
事
業
を
成
し
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

四
十
社
程
度
か
ら
発
足
し
、
最
も
多
い
と
き
に
は

八
十
社
余
り
が
参
加
し
た
協
同
組
合
と
し
て
地
域

建
設
の
た
め
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
実
績

に
つ
い
て
は
地
域
の
皆
様
が
認
め
る
こ
と
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
組
合
員
四
十
三
社
（
賛
助

会
員
五
十
三
社
）
が
加
入
し
、
組
合
員
の
相
互
扶

助
、
組
合
員
の
資
質
向
上
、
技
術
力
向
上
の
た
め

の
教
育
事
業
な
ど
を
中
心
に
組
合
活
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
、
現
在
の
組
合
を
と

況
に
対
し
て
、
自
身
の
力
で
立
ち
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

今
後
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
、
組
合
員
の
能
力
向
上
、
若
手

の
育
成
、
建
設
業
の
事
業
継
承
、
組

合
員
の
相
互
理
解
、
相
互
扶
助
等
に

組
合
の
力
を
集
め
、
地
域
社
会
の
発

展
と
、
地
域
の
環
境
の
整
備
の
担
い

手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

り
ま
く
政
治
、
経

済
、
社
会
の
情
勢
を

見
る
と
、
大
き
な
変

革
の
中
に
あ
り
、
誰

も
そ
の
行
く
末
を

明
確
に
出
来
な
い

と
き
に
あ
り
ま
す
。

建
設
業
界
の
変
化
、

事
業
量
の
縮
小
も

予
測
つ
か
な
い
状

態
で
あ
り
、
組
合
員

み
な
が
困
難
な
状

 

二
月
号
の
西
建
協
だ
よ
り
を
持
つ
講
師 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長
賞
（
会
社
）
受
賞
に
あ
た
っ
て 

加
藤
建
設
㈱ 

加 

藤 
 

 

隆 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
、
羽
村

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
十
一
回
西
多

摩
地
区
安
全
衛
生
大
会
」
に
於
き
ま
し
て
、

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長
表
彰
を
受
賞
致

し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
関
係
各
位
の

皆
様
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
、
よ
り
一
層
の
安
全
衛
生
活
動
に
社

員
一
同
取
り
組
む
所
存
で
御
座
い
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
今
世
界
的
に
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
世
間
で
言
わ
れ
る

「
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
」
に
向
け
て

我
々
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
と
し
て
の

今
後
の
取
組
が
地
域
の
皆
様
に
期
待
さ
れ

る
所
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

現
在
組
合
と
し
て
は
、
東
京
都
と
災
害
協

定
を
締
結
し
有
事
の
際
は
出
動
し
住
民
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
当
た
る
わ
け
で

す
が
、
大
規
模
地
震
の
様
な
場
合
は
、
ま
ず

各
社
の
地
域
の
対
応
に
な
る
わ
け
で
地
域 

の
防
災
組
織
（
自
治
会
等
）
の
一
員
と
し
て

活
動
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
今
後
は
各
地
域

に
即
し
た
組
織
、
訓
練
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

先
日
の
チ
リ
地
震
の
津
波
に
お
い
て
も
、 

非
難
訓
練
を
し
て
い
た
住
民
は
い
ち
早
く

高
台
へ
避
難
し
難
を
逃
れ
、
何
も
知
ら
な
い

観
光
客
が
被
災
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

当
組
合
も
も
っ
と
地
域
に
密
着
し
た
体

制
を
と
り
協
力
し
て
訓
練
等
に
参
画
し
な

が
ら
地
域
防
災
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
組
合
と
し
て
協
力
で

き
る
事
を
広
く
住
民
の
皆
様
に
知
っ
て
も

ら
い
安
心
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 ま

た
自
治
体
、
各
種
組
織
と
の
情
報
の
一

元
化
、
指
揮
系
統
の
統
一
等
が
必
要
で
す
。

そ
の
中
で
西
多
摩
地
域
全
体
の
組
織
と
し

て
今
ま
で
以
上
に
団
結
し
安
心
、
安
全
な
地

域
を
目
指
し
組
合
の
充
実
が
図
れ
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上

げます。 
平素は、弊社事業につき格別のお引き立てを賜り

厚く御礼申し上げます。 
さて、ご高承のとおり、東京都・東京電子自治体

共同運営( 以下、共同運営)は、電子調達システムに

使用する電子証明書を追加し、平成２２年５月６日

より、電子入札コアシステム対応の IC カード電子

証明書を追加し、平成２４年９月末をもってフロッ

ピーディスク電子証明書を廃止します。 
 弊社では、東京都・共同運営の電子調達システム

に対応する IC カード電子証明書「AOSign サービ

ス」をご推薦いただいている団体様を対象に、標記

キャンペーンを企画いたしました。この機会に是非

ともご利用いただきますよう、会員の皆様にご案内

方お願い申し上げます。 
敬具 

＊『推薦団体特別キャンペーン』サービス割引券 

 については、西建協事務局まで問合せ下さい。 

 

東京都・東京電子自治体共同運営』の 

IC カード化に伴う推薦団体特別キャン 

ペーンの案内 

 
西多摩建設業協同組合様 

日本電子認証株式会社 
取締役社長 田島俊彦 
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 ２ 月 事 業 報 告  

５日 広報委員会１８７号編集発行 
１２日 三多摩建設業連合会 懇親会 「八王子市内」 
１２日 平成２１年度第２回経営講習会  
     「建設会館」３階大会議室  １５時 
講師 ㈱建設経営サービス   山下宏道氏 

テーマ  

・危機を乗り切るためにやるべきことを明確化せよ 

主な項目  

・今やるべきことは何か ・目標設定の考え方 

  ・目標達成のための行動計画立案と実行のポイント 

  ・経営計画の策定・実行手順（経営計画の事例紹介） 
１２日 臨時理事会 
１２日 事業委員会 
１６日 総務委員会 
１７日 理事会 

 ３ 月 事 業 計 画  

５日 広報委員会１８８号編集発行 
８日 臨時理事会  

１５日 総務委員会 
１６日 年度末工事現場パトロール 
     ２班 ４現場 （西多摩分会・技術安全部会） 

１７日 理事会  
 

《２月１７日（水） 理事会報告 》 
①報告事項 
・三多摩建設業連合会 懇親会８名出席 
・各委員会事業報告 

②審議事項 
・新年会及び東京都感謝状贈呈式の会計報告の件 

・平成２１年度第２回経営講習会の件 
  ・第４４回通常総会（２２年度）準備日程の件 

月日 ５月１９日（水） 
会場  

総 会 青梅市福祉センター ３階 うめ 
懇親会     〃        ふよう 

  ・２１年度決算（１月末実績確認）状況 
  ・役員改選 

・事業計画・予算 

 写真が語る西多摩（今昔） 第１１回 

                 賛助会員ＰＲコーナー №１９  

有限会社 新 富 重 機 

平素より、西多摩建設業協同組合の皆様方には格別のご配慮を賜り厚く御礼申し

上げます。 

弊社は、クレーン車（ラフタークレーン）をオペレーター付きでチャーターでき

るサービスを提供しております。 

２９年の実績と経験を活かし、現場に応じたクレーン車を選定し重量物の揚重作

業を、適格・迅速・安全に、をモットーに対応しております。 

今後も安全第一を優先し、お客様の 

ニーズに応えられるよう努力してまい 

りますので宜しくお願い申し上げます。 

      

住所 〒205-0002 

東京都羽村市栄町２－７－１７ 

TEL ０４２－５５５－４８１０ 
FAX ０４２－５５４－２６６０ 

代表取締役 上 原  保 
 
 

◇ 受講生募集案内 ◇ 

日建学院認定校青梅校からの案内  
－合格のための受験準備講座－ 

◎２級建築士  学科コース 
◎１級建築施工管理技士 学科コース  
◎１級土木施工管理技士 短期集中コース 
◎宅地建物取引主任者 本科コース 

 
西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」 

として青梅教室を開講いたしますので、会員企 

業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連 

絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

  青梅校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 

  日建学院立川校 042－527－3291 担当：澤田 

 

◇檜原街道小中野付近 

 小中野宿通りは、この小中野地区は檜原・養沢などから炭俵・材木など

の山の産物を運んできた人馬が休憩する場所として栄えた。昭和４０年頃

もそうした宿の名残が随所に見られた。 

 

 

 

 
 
 
 
 
  現在のようすは、檜原街道が拡幅されたので、かつての雰囲気を感じ  
 ることは難しくなった。 

◇羽村市役所前交差点（羽村駅に向かって撮影） 
  現在の市役所通りの工事風景（昭和４７年）。 
 昭和５３年に、現在の市役所が移転された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３８年後の現在街路樹も高くの伸び、大型の店舗も並ぶ通りとなり、 
 青梅市と福生市に通じ交通量も多い。 

 
 

 

◇平成２１年度 建設業年度末労働災害防止強調月間◇ 
      期 間   ３月１日から３１日まで 
      主 唱  建設業労働災害防止協会 
年度末は多くの工事が完工時期を迎え、工事が輻輳し、労働災害の多発が懸念さ

れるところです。このため毎年３月１日から３１日までの期間を建設業年度末労働

災害防止強調月間と定め、この期間中の労働災害防止活動の積極的な推進を図るこ

ととしております。 

本月間の取り組みを厚生労働省、国土交通省の後援を得まして、「平成２１年度 

建設業年度末労働災害防止強調月間実施要領」を作成しました。 

本実施要領では、会員が実施する事項、平成２１年の死亡災害発生状況などの情

報を掲載しております。（建災防東京支部より会員各社に配布済み） 

無事故で無災害の年度末を締めくくり、新たな気持ちで新年度を迎えることがで

きますよう、本実施要領を活用お願いします。        （西多摩分会） 



 


